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　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこと、心よりお慶
び申し上げます。また、日頃より当協会の事業運営に対し、多大なるご理解とご
協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、私たちを取り巻く社会や経済の状況は、依然として厳しい状況にありま
す。原材料費やエネルギー価格の高騰が続くほか、海外情勢の影響により、物や
部品の調達、物流のあり方にも変化が生じています。また、関税政策に関する動
きも、先行きに不透明感を与えており、製品の価格や取引の形態に影響を及ぼし、
皆様にとって、不安を感じる場面も少なくないかと思います。
　このような状況の中で、改めて重要だと感じているのが、「ものづくりの力」「技
能の価値」です。どのような状況にあっても、品質を守り、安定した仕事を続け
ていくためには、一人ひとりが持つ技術や経験が欠かせません。現場で培われて
きた経験や判断力は、ものづくりを支える重要な基盤であり、確かな技能を身に
つけ、磨き続けることが、将来につながるものと考えています。
　本年は、育成就労制度の開始を目前に控えた準備の年となります。外国人材が
段階的に技能・知識を高め、その成果を客観的に確認するために技能検定が果た
す役割は、一層重要性を増していくものと考えています。当協会といたしまして
も、公正かつ適切な試験の実施に努めてまいります。
　先行きが見通しにくい時代ではありますが、高い技術・技能に支えられた「も
のづくり」産業は、我が国、そして本県の大きな強みであります。優れた技能を
有する人材を育成し、継承していくことは、産業の持続的な発展に不可欠です。
当協会は、技能検定をはじめとする各種事業を通じて、人材の育成に引き続き尽
力してまいります。
　結びに、本年が皆様にとって、希望に満ちた実り多い一年となりますことをご
祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様には、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、各技能士会並びに技能士の皆様には、日ごろから当連合会の諸事業に対
し多大なるご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、機関誌群技連も本号で第100号を迎えることとなりました。これもひと
えに、長年にわたりご尽力いただいている会員の皆様、関係者の皆様の温かいご
支援とご協力の賜物であり、心より感謝を申し上げます。機関誌を通じて、皆様
に技能士会の活動やものづくりに対する思いを発信し続け、共有してこられたこ
とは、当連合会にとって、大きな財産であります。
　近年、社会情勢の変化や自然災害の増加などにより、私達は将来の動向が見通
しにくい状況に直面しています。そのような中だからこそ、産業の根幹である「も
のづくり」は、暮らしを支える基盤であり、地域産業の発展や人々の安全・安心
を守る力でもあります。ものづくりの現場には、長年培われてきた経験や工夫、
一つひとつの仕事に向き合う真摯な思いが息づいています。「技」は、簡単に身
に付くものではありませんが、だからこそ大きな価値があり、次の世代へとつな
いでいくことが重要であると考えています。

一般社団法人群馬県技能士会連合会
会　長

長谷川　哲　義

群馬県職業能力開発協会
会　長

長　瀬　裕　一

新年のあいさつ新年のあいさつ新年のあいさつ新年のあいさつ
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１．目的
　2028年に愛知県で技能五輪国際大会が開催されるにあたり、群馬県の選手が大会に出場し、優秀
な成績を収めることができるよう、協会の人材育成基金を活用して、更なる技能向上を図るための
支援を実施する。
２．対象選手
　群馬県内の企業・団体・学校等で技能五輪全国大会や若年者ものづくり競技大会に出場し、銅賞
以上の成績をあげた選手を対象とする。ただし、大企業に所属する選手は除く。
３．事務手続き等
　（１）計画書の提出
　�　本プログラムによる支援を希望する個人又は所属する企業、団体、学校等は、別添「技能五輪
国際大会出場応援プログラム計画書（以下「計画書」という）」を群馬県職業能力開発協会長（以
下「会長」という）あてに提出する。
　（２）実績報告書の提出
　�　プログラム終了後は、別添「技能五輪国際大会出場応援プログラム実施報告書」により訓練の
成果を会長へ報告する。
　（３）記録及びデータ管理
　　訓練記録および評価結果のデータ管理を行うこと。
　（４）定期報告
　　会長に対し、訓練状況や評価について定期的に報告及び情報共有を行うこと。
４．選手選考
　（１）会長は、提出された計画書を別に定める選考委員会に諮問する。
　（２）選考委員会は計画の審査を行い、会長に候補者選考結果の意見具申を行う。
　（３）会長は意見具申の内容を基にプログラムに参加する選手を決定する。
５．育成方針
　（１）計画的な訓練
　　計画書に記載した訓練計画に基づき、計画的な技能向上を図る。
　（２）訓練体制
　�　指導者（技能士・熟練者）を配置し、マンツーマンまたは少人数制指導を基本とする。必要に
応じて外部講師や専門家による指導を受ける。
　（３）評価とフィードバック
　　①定期的な技能評価をする。
　　②成績に基づく訓練内容の見直しを行う。
６．対象経費
　（１）訓練用材料
　（２）遠征に係る旅費
　（３）外部講師等の謝金
　（４）その他選手強化にかかる経費で会長が必要であると認めたもの
７．支援額（上限）
　１職種（団体）あたり年間100万円から500万円を上限とし、計画書に基づき会長が決定する。
８．留意事項
　（１）安全衛生は徹底すること
　（２）選手の健康管理とメンタルサポートを行うこと
　（３）選手のモチベーションの維持を図ること
　（４）ハラスメントにならないよう注意すること
　（５）倫理・マナーの指導をすること

技能五輪国際大会出場に向けた支援を行います
技能五輪国際大会出場応援プログラム要綱
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　令和７年度前期技能検定は、金属熱処理職種を除く３級の合格発表が、８月29日（金）に、１級・２
級の合格発表が10月１日（水）にありました。（１・２級造園職種は、10月31日（金））
　申請者は合計1,410名で、技能検定合格者は785名となり、合格率は55.7％でした。
　技能検定合格者の内訳は、１級169名、単一等級７名、２級337名、３級272名でした。今回技能士になっ
た方々には、12月に群馬県産業経済部労働政策課から合格証書が交付されました。
　また、技能検定実技試験受検者を対象に行われた群馬県技能競技大会では、特に優秀な成績を収めた
方に対して、賞状並びに金・銀・銅のメダルが授与されました。

令和７年度前期技能検定　実施結果詳報
killkillSS

【令和７年度前期技能検定　実施結果】

作　業　名 申請者総計 1　級 2　級
申請者計 合格者数 合格率 申請者計 合格者数 合格率

造園工事作業 34 8 4 50.0% 26 21 80.8%
鋳鉄鋳物鋳造作業 9 3 0 0.0% 6 4 66.7%
一般熱処理作業 49 14 8 57.1% 35 17 48.6%
浸炭･浸炭窒化･窒化処理作業 9 2 1 50.0% 7 3 42.9%
高周波・炎熱処理作業 9 2 1 50.0% 7 4 57.1%
成形・再圧縮作業 17 3 2 66.7% 14 8 57.1%
普通旋盤作業 25 3 1 33.3% 22 11 50.0%
数値制御旋盤作業 33 10 6 60.0% 23 6 26.1%
フライス盤作業 3 1 0 0.0% 2 2 100.0%
数値制御フライス盤作業 11 3 1 33.3% 8 5 62.5%
平面研削盤作業 8 4 1 25.0% 4 3 75.0%
円筒研削盤作業 2 0 2 2 100.0%
ホブ盤作業 0 0 0
マシニングセンタ作業 53 26 8 30.8% 27 11 40.7%
数値制御形彫り放電加工作業 1 1 0 0.0% 0
ワイヤ放電加工作業 8 1 0 0.0% 7 3 42.9%
レーザー加工作業 8 3 2 66.7% 5 1 20.0%
金属プレス作業 25 10 6 60.0% 15 6 40.0%
製缶作業 9 3 0 0.0% 6 1 16.7%
構造物鉄工作業 30 12 4 33.3% 18 13 72.2%
内外装板金作業 23 12 7 58.3% 11 5 45.5%
ダクト板金作業 5 3 0 0.0% 2 1 50.0%
曲げ板金作業 13 0 13 5 38.5%
打出し板金作業 13 8 3 37.5% 5 4 80.0%
電気めっき作業 13 0 13 7 53.8%
治工具仕上げ作業 15 7 1 14.3% 8 2 25.0%
金型仕上げ作業 7 5 3 60.0% 2 1 50.0%
機械組立仕上げ作業 31 5 1 20.0% 26 10 38.5%
機械検査作業 2 0 2 2 100.0%
工作機械用切削工具研削作業 3 1 0 0.0% 2 0 0.0%
ホットチャンバダイカスト作業 1 1 0 0.0% 0
コールドチャンバダイカスト作業 36 6 3 50.0% 30 23 76.7%
電子機器組立て作業 29 5 3 60.0% 24 13 54.2%
回転電機組立て作業 8 1 1 100.0% 7 3 42.9%
変圧器組立て作業 0 0 0
配電盤・制御盤組立て作業 23 4 2 50.0% 19 12 63.2%
開閉制御器具組立て作業 3 0 3 0 0.0%
回転電機巻線製作作業 1 1 0 0.0% 0
産業車両整備作業 4 0 4 3 75.0%
建設機械整備作業 49 16 7 43.8% 33 14 42.4%
婦人子供注文服製作作業 1 1 1 100.0% 0
家具手加工作業 2 1 1 100.0% 1 1 100.0%
木製建具手加工作業 1 0 1 1 100.0%
木製建具機械加工作業 1 0 1 1 100.0%
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作　業　名 申請者総計 1　級 2　級
申請者計 合格者数 合格率 申請者計 合格者数 合格率

射出成形作業 153 41 13 31.7% 112 38 33.9%
真空成形作業 28 7 4 57.1% 21 16 76.2%
とび作業 44 42 12 28.6% 2 1 50.0%
左官作業 19 13 6 46.2% 6 4 66.7%
コンクリートブロック工事作業 6 3 1 33.3% 3 2 66.7%
タイル張り作業 0 0 0
畳製作作業 0 0 0
建築配管作業 5 0 5 5 100.0%
ウレタンゴム系塗膜防水工事作業 5 5 2 40.0% 0
アクリルゴム系塗膜防水工事作業 0 0 0
セメント系防水工事作業 3 3 3 100.0% 0
シーリング防水工事作業 7 6 4 66.7% 1 0 0.0%
改質アスファルトシート常温粘着工法防水工事作業 3 3 3 100.0% 0
FRP防水工事作業 2 2 1 50.0% 0
プラスチック系床仕上げ工事作業 1 1 1 100.0% 0
木質系床仕上げ工事作業 1 0 1 0 0.0%
プラスチック系床仕上げ工事作業 0 0 0
鋼製下地工事作業 6 5 5 100.0% 1 1 100.0%
ボード仕上げ工事作業 9 8 5 62.5% 1 1 100.0%
化粧フィルム工事作業 5 5 3 60.0% 0
保温保冷工事作業 4 4 3 75.0% 0
ビル用サッシ施工作業 4 4 0 0.0% 0
表具作業 1 0 1 1 100.0%
壁装作業 4 3 1 33.3% 1 1 100.0%
建築塗装作業 22 19 3 15.8% 3 1 33.3%
金属塗装作業 52 21 18 85.7% 31 22 71.0%
噴霧塗装作業 24 7 3 42.9% 17 12 70.6%
フラワー装飾作業 6 1 0 0.0% 5 3 60.0%

小　計 1,041 389 169 43.4% 652 337 51.7%

作　業　名 申請者総計 ３級
申請者計 合格者数 合格率

３級室内園芸装飾作業 55 55 50 90.9%
３級造園工事作業 38 38 23 60.5%
３級一般熱処理作業 3 3 2 66.7%
３級浸炭･浸炭窒化･窒化処理作業 6 6 4 66.7%
３級高周波・炎熱処理作業 1 1 0 0.0%
３級普通旋盤作業 25 25 15 60.0%
３級数値制御旋盤作業 19 19 13 68.4%
３級フライス盤作業 4 4 2 50.0%
３級平面研削盤作業 2 2 2 100.0%
３級マシニングセンタ作業 33 33 29 87.9%
３級機械組立仕上げ作業 16 16 7 43.8%
３級機械検査作業 80 80 61 76.3%
３級電子機器組立て作業 4 4 3 75.0%
３級大工工事作業 23 23 19 82.6%
３級左官作業 0 0
３級コンクリートブロック工事作業 7 7 7 100.0%
３級金属塗装作業 5 5 4 80.0%
３級音響機構調整作業 1 1 1 100.0%
３級商品装飾展示作業 3 3 1 33.3%
３級フラワー装飾作業 36 36 29 80.6%

小　計 361 361 272 75.3%

作　業　名 申請者総計 単一等級
申請者計 合格者数 合格率

溶融ペイントハンドマーカー工事作業 8 8 7 87.5%
小　計 8 8 7 87.5%
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　外国人技能実習生を対象とした随時２級、随時３級及び基礎級技能検定の令和７年度上半期（４月～
９月）の申請者数、合格者数及び合格率は下表のとおりです。

【令和７年度随時級　上半期（４月～９月）実施結果】

作　　業　　名 申請者総数
基礎級 随時３級 随時２級

受検申請者数 技能検定合格者数 技能検定合格率 受検申請者数 技能検定合格者数 技能検定合格率 受検申請者数 技能検定合格者数 技能検定合格率

パーカッション式さく井工事作業 1 1 1 100.0% 0 0 0 0

ロータリー式さく井工事作業 2 2 2 100.0% 0 0 0 0

鋳鉄鋳物鋳造作業 9 6 6 100.0% 3 0 0.0% 0 0

非鉄金属鋳物鋳造作業 3 1 1 100.0% 2 1 50.0% 0 0

ハンマ型鍛造作業 5 0 0 5 1 20.0% 0 0

プレス型鍛造作業 10 2 2 100.0% 4 4 100.0% 4 0 0.0%

普通旋盤作業 29 14 14 100.0% 12 0 0.0% 3 0 0.0%

数値制御旋盤作業 54 26 23 88.5% 24 4 16.7% 4 0 0.0%

フライス盤作業 8 4 4 100.0% 4 0 0.0% 0 0

マシニングセンタ作業 42 22 18 81.8% 20 1 5.0% 0 0

金属プレス作業 166 73 71 97.3% 91 9 9.9% 2 0 0.0%

構造物鉄工作業 33 19 18 94.7% 13 5 38.5% 1 0 0.0%

内外装板金作業 30 15 15 100.0% 14 3 21.4% 1 0 0.0%

ダクト板金作業 0 0 0 0 0 0 0

機械板金作業 92 47 43 91.5% 43 11 25.6% 2 0 0.0%

電気めっき作業 39 16 15 93.8% 19 10 52.6% 4 0 0.0%

溶融亜鉛めっき作業 6 1 1 100.0% 5 0 0.0% 0 0

陽極酸化処理作業 4 0 0 4 2 50.0% 0 0

金型仕上げ作業 10 5 5 100.0% 5 1 20.0% 0 0

機械組立仕上げ作業 10 6 5 83.3% 4 0 0.0% 0 0

機械検査作業 34 17 10 58.8% 17 0 0.0% 0 0

コールドチャンバダイカスト作業 21 12 11 91.7% 9 0 0.0% 0 0

電子機器組立て作業 43 15 11 73.3% 28 7 25.0% 0 0

回転電機組立て作業 47 14 14 100.0% 33 0 0.0% 0 0

配電盤・制御盤組立て作業 4 2 2 100.0% 2 0 0.0% 0 0

回転電機巻線製作作業 21 6 6 100.0% 15 5 33.3% 0 0

プリント配線板製造作業 3 0 0 3 0 0.0% 0 0

冷凍空気調和機器施工作業 3 2 2 100.0% 0 0 1 0 0.0%

織物・ニット浸染作業 6 5 5 100.0% 1 0 0.0% 0 0

婦人子供既製服縫製作業 60 28 26 92.9% 21 2 9.5% 11 4 36.4%

寝具製作作業 13 6 6 100.0% 7 2 28.6% 0 0

帆布製品製造作業 4 3 2 66.7% 1 0 0.0% 0 0

家具手加工作業 10 5 5 100.0% 3 0 0.0% 2 0 0.0%

印刷箱打抜き作業 17 6 6 100.0% 11 5 45.5% 0 0

令和７年度技能検定随時級　上半期（４月～９月）実施結果詳報
killkillSS
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作　　業　　名 申請者総数
基礎級 随時３級 随時２級

受検申請者数 技能検定合格者数 技能検定合格率 受検申請者数 技能検定合格者数 技能検定合格率 受検申請者数 技能検定合格者数 技能検定合格率

段ボール箱製造作業 2 2 2 100.0% 0 0 0 0

オフセット印刷作業 2 0 0 2 1 50.0% 0 0

製本作業 14 4 4 100.0% 10 5 50.0% 0 0

圧縮成形作業 33 4 3 75.0% 29 3 10.3% 0 0

射出成形作業 318 137 131 95.6% 162 51 31.5% 19 1 5.3%

インフレーション成形作業 4 4 4 100.0% 0 0 0 0

ブロー成形作業 3 3 3 100.0% 0 0 0 0

手積み積層成形作業 8 4 4 100.0% 4 1 25.0% 0 0

石張り作業 3 3 3 100.0% 0 0 0 0

パン製造作業 30 6 6 100.0% 24 4 16.7% 0 0

ハム･ソーセージ･ベーコン製造作業 0 0 0 0 0 0 0

かまぼこ製品製造作業 5 0 0 5 0 0.0% 0 0

大工工事作業 50 38 36 94.7% 9 3 33.3% 3 0 0.0%

かわらぶき作業 1 1 1 100.0% 0 0 0 0

とび作業 194 122 97 79.5% 66 17 25.8% 6 0 0.0%

左官作業 3 3 2 66.7% 0 0 0 0

築炉作業 3 0 0 3 1 33.3% 0 0

タイル張り作業 1 0 0 0 0 1 0 0.0%

建築配管作業 26 11 11 100.0% 15 3 20.0% 0 0

プラント配管作業 3 3 3 100.0% 0 0 0 0

型枠工事作業 25 13 13 100.0% 12 0 0.0% 0 0

鉄筋組立て作業 37 18 17 94.4% 19 2 10.5% 0 0

コンクリート圧送工事作業 1 0 0 0 0 1 0 0.0%

シーリング防水工事作業 39 16 14 87.5% 22 4 18.2% 1 0 0.0%

プラスチック系床仕上げ工事作業 3 3 1 33.3% 0 0 0 0

カーペット系床仕上げ工事作業 0 0 0 0 0 0 0

鋼製下地工事作業 1 0 0 1 0 0.0% 0 0

ボード仕上げ工事作業 15 14 14 100.0% 1 1 100.0% 0 0

カーテン工事作業 8 3 3 100.0% 5 0 0.0% 0 0

保温保冷工事作業 3 1 1 100.0% 2 0 0.0% 0 0

ビル用サッシ施工作業 5 4 4 100.0% 1 0 0.0% 0 0

壁装作業 0 0 0 0 0 0 0

建築塗装作業 37 22 18 81.8% 15 1 6.7% 0 0

金属塗装作業 86 32 28 87.5% 51 1 2.0% 3 0 0.0%

噴霧塗装作業 53 34 32 94.1% 13 5 38.5% 6 0 0.0%

工業包装作業 132 77 69 89.6% 51 8 15.7% 4 0 0.0%

計 1,987 963 874 90.8% 945 184 19.5% 79 5 6.3%
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　令和７年度後期技能検定試験の申請が10月に行われ、試験日程も決まり、12月から試験が始まりまし
た。申請者は特級59名、１級227名、単一等級9名、２級332名、３級291名、技能五輪のみは15名で、合
計792名となりました。
　試験は伊勢崎市の技能検定場を中心として、県内各所で行われています。
　合格発表は、３月13日（金）に行われます。発表方法は、合格された本人あてに合格通知を郵送する
ほか、群馬県のホームページに合格者の受検番号が掲載されます。

令和７年度後期技能検定　申請者数詳報
killkillSS

【令和７年度後期技能検定　申請状況報告】
作　業　名 申請者総計 １級 ２級

申請者計 学科申請者 実技申請者 申請者計 学科申請者 実技申請者
造園工事作業 1 0 0 0 1 0 0
プレス型鍛造作業 2 2 0 2 0 0 0
普通旋盤作業 1 1 0 0 0 0 0
数値制御フライス盤作業 1 1 0 0 0 0 0
プレス金型製作作業 3 2 1 2 1 1 1
ダクト板金作業 1 1 0 0 0 0 0
機械板金作業 27 10 8 9 17 16 16
数値制御タレットパンチプレス板金作業 7 1 1 1 6 4 6
金型仕上げ作業 1 1 0 0 0 0 0
機械検査作業 80 24 16 23 56 36 56
シーケンス制御作業 21 8 2 8 13 10 13
プリント配線板設計作業 0 0 0 0 0 0 0
自動販売機調整作業 11 5 1 4 6 3 6
空気圧装置組立て作業 34 8 8 8 26 25 23
油圧装置調整作業 13 3 1 3 10 6 10
農業機械整備作業 12 7 7 7 5 5 4
冷凍空気調和機器施工作業 29 10 9 9 19 18 17
和服製作作業 2 0 0 0 2 2 0
射出成形作業 67 24 0 24 43 0 43
石材加工作業 1 1 1 1 0 0 0
パン製造作業 15 3 1 3 12 12 12
洋菓子製造作業 6 0 0 0 6 6 5
和菓子製造作業 0 0 0 0 0 0 0
大工工事作業 17 7 6 7 10 5 11
かわらぶき作業 1 0 0 0 1 1 1
建築配管作業 44 29 17 29 15 8 15
型枠工事作業 12 12 11 11 0 0 0
鉄筋施工図作成作業 4 4 1 4 0 0 0
鉄筋組立て作業 13 8 7 8 5 5 5
コンクリート圧送工事作業 8 2 2 2 6 6 4
塩化ビニル系シート防水工事作業 5 5 5 5 0 0 0
改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業 5 5 0 4 0 0 0
樹脂接着剤注入工事作業 8 8 8 8 0 0 0
プラスチック系床仕上げ工事作業 0 0 0
ガラス工事作業 11 6 5 6 5 4 5
機械製図手書き作業 8 0 0 0 8 4 7
機械製図ＣＡＤ作業 56 12 5 12 44 28 47
配電盤･制御盤製図作業 7 3 3 3 4 3 4
機械試験作業 3 2 2 2 1 1 1
組織試験作業 11 2 0 2 9 9 6
鋼橋塗装作業 11 10 5 9 1 1 1

小　計 559 227 133 216 332 219 319

19 能開ぐんま№127　群技連№100



作　業　名 申請者総計 特級
申請者計 学科申請者 実技申請者

特級鋳造 1 1 1 1
特級金属熱処理 4 4 4 3
特級機械加工 10 10 10 6
特級非接触除去加工 0 0 0 0
特級金型製作 2 2 2 2
特級金属プレス加工 2 2 2 0
特級工場板金 2 2 2 2
特級めっき 0 0 0 0
特級仕上げ 5 5 5 1
特級機械検査 8 8 8 5
特級ダイカスト 1 1 1 0
特級電子機器組立て 1 1 1 1
特級電気機器組立て 4 4 4 3
特級半導体製品製造 0 0 0 0
特級プリント配線板製造 1 1 1 0
特級自動販売機調整 0 0 0 0
特級空気圧装置組立て 0 0 0 0
特級油圧装置調整 2 2 2 1
特級建設機械整備 1 1 0 1
特級婦人子供服製造 0 0 0 0
特級プラスチック成形 15 15 15 7
特級パン製造 0 0 0 0

小　計 59 59 58 33

作　業　名 申請者総計 ３級
申請者計 学科申請者 実技申請者

3級普通旋盤作業 26 26 24 22
3級機械検査作業 92 92 88 84
3級配電盤・制御盤組立て作業 14 14 7 14
3級シーケンス制御作業 7 7 7 7
3級冷凍空気調和機器施工作業 1 1 1 1
3級和服製作作業 3 3 3 1
3級家具手加工作業 0 0 0 0
3級射出成形作業 25 25 23 24
3級大工工事作業 45 45 44 45
3級建築配管作業 4 4 3 4
3級テクニカルイラストレーション手書き作業 0 0 0 0
3級テクニカルイラストレーションＣＡＤ作業 35 35 16 31
3級機械製図手書き作業 4 4 4 4
3級機械製図ＣＡＤ作業 34 34 19 32
3級配電盤・制御盤製図作業 1 1 1 1

小　計 291 291 240 270

作　業　名 申請者総計 単一等級
申請者計 学科申請者 実技申請者

電子回路接続作業 6 6 6 6
金属製バルコニー工事作業 3 3 2 2

小　計 9 9 8 8
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第20回若年者ものづくり競技大会　結果報告
esultesultRR

　若年者ものづくり競技大会は、職業能力開発施設、工業高等学校等において技能を習得中の原則20歳
以下の企業等に就職していない若年者に対して技能レベルを競う場を提供することにより、これら若年
者に目標を付与し、技能を向上させることにより就
業促進を図り、併せて若年技能者の裾野の拡大を図
ることを目的として、平成17年から開催されていま
す。
　「第20回若年者ものづくり競技大会」は、８月３
日から５日までの３日間、香川県において開催され
ました。
　群馬県からは２職種２名が参加し、木材加工職種
で出場した横澤初香さん（群馬県立前橋工業高等学
校）が銀賞を受賞しました。横澤さんは昨年の敢闘
賞に続き、２年連続での入賞です。

　第63回技能五輪全国大会は、令和７年10月17日（金）から20日（月）まで（※一部職種は先行実施）、
愛知県国際展示場をはじめとする会場で開催されました。
　技能五輪全国大会は、原則23歳以下の青年技能者が日頃培った技能を競い合い、競技を通じて努力目
標を示すとともに、国民に技能の重要性や必要性を広く発信し、技能尊重の気運を高めることを目的と
した大会であり、昭和38年から開催されています。
　今回の大会には群馬県から10職種18名が参加し、４職種４名が入賞し、日頃の研鑽の成果を全国の舞
台で発揮しました。
　結果は以下のとおりです。

第63回技能五輪全国大会　結果報告
esultesultRR

成　績 競技職種 氏　名 所　属
銀賞 プラスチック金型 中里　　宥 株式会社SUBARU
銅賞 和裁 二渡　汐那 群馬和裁専門学院

敢闘賞
旋盤 常田　　悠 株式会社SUBARU
自動車板金 佐藤　幸大 株式会社SUBARU
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入賞者のコメント（大会で印象に残ったこと・今後の抱負）

　今回の技能五輪全国大会では、機械加工の競技
中にイレギュラーが発生し、加工が一時ストップ
する場面があり、苦労したことが印象に残ってい
ます。今後は、自社から出場する来年の選手が良
い結果を残せるよう、これまでの経験を生かし、
全力でサポートしていきたいと考えています。プ
ラスチック金型職種は、４つの競技で構成され、
幅広い技能を習得できる点が大きな魅力です。

　本番一発勝負の中で結果を出すことの難しさ
や、連続入賞のタスキをつなぐという大きなプ
レッシャーの中で競技に臨めたことが強く印象に
残りました。
　点数を安定させる難しさや、どうすれば出した
い寸法が出せるのかを考えることの大変さを学ぶ
ことができました。
　自動車板金職種は、2Dの平板から3D製品をハ
ンマーのみで加工していく迫力と、工程は異なっ
ても最終形状が
同じになる不思
議さや奥深さに
あり、目で見て
伝 わ る ダ イ ナ
ミックなものづ
くりの魅力が詰
まっています。

　練習では苦手な部分の縫製（衽のつま先形、袖
の丸み、衿の太さを均一に仕上げる点など）が課
題でしたが、特訓を重ねて練習したことにより、
本番では良く出来ました。会場の雰囲気にのまれ
ることなく、自分らしく、全体として練習どおり
に出来たことが印象に残っています。
　和裁は日本の伝統文化であり、知恵と技術が多く
の職人たちによって受け継がれた日本の技術です。
　機械を使わずに手作業で全て行うところが魅力
であり、着物は

「縫って」作ら
れているという
ことを、多くの
方に知っていた
だきたいです。

　今回の大会では、訓練期間の短さにより十分に
反復ができなかった不安や会場に響く他企業の機
械音や表彰台常連企業の存在に、強いプレッ
シャーを感じ、不安が大きくなってしまったこと
が印象に残りました。
　本番では緊張して手が硬直し、作業にも影響が
出ました。また、多くのことを同時に考えすぎ、
余裕を失ってしまったことから、状況を整理し判
断する力の重要性を痛感しました。
　今後は立場が変わっても後輩へのサポートや取
り組み方に対する的確なアドバイスを行い、支え
られるように頑張ります。
　旋盤職種は、人の手で
操作する難しさと奥深さ
があり、ものづくりの魅
力と大きな達成感を味わ
える点が魅力です。

プラスチック金型職種
【銀賞】
中里　宥　選手
（株式会社SUBARU）

自動車板金職種【敢闘賞】
佐藤　幸大　選手
（株式会社SUBARU）

和裁職種【銅賞】
二渡　汐那　選手
（群馬和裁専門学院）

旋盤職種【敢闘賞】
常田　悠　選手
（株式会社SUBARU）
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　群馬県職業能力開発協会と（一社）群馬県技能士会連合会は、相互の
交流促進と研修を目的として、今年度も合同研修会を開催しました。今
回は、一泊二日の日程で新潟県方面を訪れ、燕三条工場の祭典やヤスダ
ヨーグルト工場などを見学し、ものづくりや産業への理解を深める有意
義な研修となりました。

令和７年度群馬県職業能力開発協会・（一社）群馬県技能士会連合会合同研修会開催
eportseportsRR

　「建築大工」の技能を学ぶ、認
定職業訓練校木造建築科の訓練生
が日頃培った技能のレベルを競う
技能競技大会を11月７日（金）に
群馬県技能検定場で行いました。
　成績は、以下のとおりです。

第57回認定職業訓練校建築科訓練生技能競技大会開催
killkillSS

【第57回群馬県認定職業訓練校建築科訓練生技能競技大会入賞者一覧】
順位 氏　名 所　属
１　位 中 沢　　 匠 利根沼田地区高等職業訓練校
２　位 小 野 塚　 涼 太田地区高等職業訓練校
３　位 大 下 真 之 丞 渋川地区高等職業訓練校
佳　作 小 清 水 潮 己 高崎建設高等職業訓練校
佳　作 川 口　　 健 利根沼田地区高等職業訓練校

　ものづくりや技能のすばらしさと大切さ
を広める事業である「ものづくり体感事業」
を5市5校で行いました。
　この事業は、技能士会の事業として、各
技能士会・団体の協力により平成14年から
はじまり、これまでに県内の小学校でのべ
99校（5000人以上の児童）に対し、実施し
ています。
【令和７年度ものづくり体感事業　実施状況】

実施日 実施小学校 実施職種
令和７年11月５日（水） 桐生市立新里中央小学校 建築板金・建具・左官
令和７年11月14日（金） 前橋市立岩神小学校 建築大工・表具・フラワー装飾
令和７年11月27日（木） 太田市立南小学校 畳・印章彫刻・和裁・左官
令和７年11月28日（金） 伊勢崎市立名和小学校 建築大工・建築板金・建具・西洋調理
令和７年12月２日（火） 高崎市立倉渕小学校 印章彫刻・タイル・内装仕上げ

令和７年度ものづくり体感事業実施報告
ctivityctivityAA
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令和７年度　主な事業の実施状況
（１）地域における技能振興事業
①技能五輪全国大会の予選の実施
　プラスチック金型職種：令和８年１月２９日（木）、２月４日（水）
　　　　　　　　　　　　株式会社ミツバ及び株式会社SUBARU群馬製作所を会場に実施予定。
　　　　　　　　　　　　参加者４名（予定）
　　※�令和４年度から予選会の参加者から参加料を徴収することになり、令和７年度の参加手数料は

2,200円／人です。

②技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会への参加支援の実施
　大会に出場する選手等の旅費、工具等の運搬費の援助をします
　　○第63回技能五輪全国大会
　　　・開 催 日：令和７年１０月１７日～１９日
　　　・場　　所：愛知県国際展示場ほか
　　　・参 加 者：１０職種１８名（５団体･社）
　　　・参加支援：選手６職種７名、指導者５名　計１２名に支援をおこないました。

　　○第20回若年者ものづくり競技大会
　　　・開 催 日：令和７年８月２日～８月５日
　　　・場　　所：あなぶきアリーナ香川ほか
　　　・参 加 者：２職種２名（１校）
　　　・参加支援：選手２名、指導者２名　計４名に支援をおこないました。

　③現代の名工紹介コンテンツ作成支援
　　令和７年度　現代の名工　受賞者
　　・石田　浩一氏　屋根ふき工（石田瓦店）
　　・茂原　大助氏　金属溶接・溶断工（（一社）群馬県溶接協会）

（２）ものづくりマイスターの認定・登録に関する業務
　　　第１回　認定申請　１名（電気溶接）
　　　第２回　認定申請　９名（造園、機械加工、フラワー装飾）
　　　第３回　認定申請　１名（左官）申請中

厚生労働省委託　令和７年度　若年技能者人材育成支援等事業SStarttart
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（３）ものづくりマイスターの活用に係る業務
　　　ものづくりマイスター等の派遣による実技指導実績
　　①企業・団体等への派遣指導

　　②高等学校への派遣指導

　　③小・中学校への派遣指導

　　④公民館・集会所等の公共施設又はショッピングモール等民間施設のイベントエリア等への派遣指導

（４）地方公共団体、経済団体との連携会議の設置・運営
　　連携会議の設置・開催
　　連携会議：第１回　令和７年６月19日（木）群馬県立産業技術センターにて対面開催
　　　　　　　第２回　令和７年12月19日（金）オンラインによるWeb会議開催

【企業・団体等】実績 令和７年11月末現在
派　遣　先 受講者 延べ人数 職　種

（株）清国、群馬県造園団体協議会 45 金型仕上げ、電気系保全、
造園、仕上げ、機械保全

【高等学校】実績 令和７年11月末現在
派　遣　先 受講者 延べ人数 職　種

前橋工業高等学校、伊勢崎工業高等学校、富岡実業高等学校、
太田工業高等学校、渋川工業高等学校、高崎工業高等学校、新
田暁高等学校、藤岡北高等学校、桐生工業高等学校、館林商工
高等学校、藤岡工業高等学校、伊勢崎興陽高等学校、大泉高等
学校、勢多農林高等学校、桐生第一高校

2,521

機械加工、電気溶接、自動
車工、建築大工、造園、家
具製作、ITネットワークシ
ステム管理、鉄筋施工、ハム・
ソーセージ・ベーコン製造、
型枠施工

【小・中学校】実績 令和７年11月末現在
主な実施会場 受講者 延べ人数 職種

伊勢崎市立北第二小学校、ぐんま国際アカデミー中高等部、高
崎市立倉渕小学校、伊勢崎市立第一中学校、高崎市立国府小学
校、伊勢崎市立第二中学校

695
建築大工、建具製作

【公共施設・イベントエリア等】実績 令和７年11月末現在
主な実施会場 受講者 延べ人数 職種

前橋文学館、ビエント高崎、群馬大学桐生キャンパス、向井千
秋子ども科学館、長柄公民館、沼田市材木町神明会館、前橋市
内児童館・公民館、テクノプラザ太田、放課後デイサ－ビスウィ
ズ・ユー笠懸、高崎城址公園、太田市宝南センター、館林市赤
羽公民館、桐生市立東小学校、前橋中央イベント広場、ポリテ
クセンター群馬、館林つつじが岡公園

880

家具製作、左官、機械・プ
ラント製図、電気溶接、印
章彫刻、菓子製造、タイル
張り、建具製作、内装仕上
げ
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　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこと、心よりお慶
び申し上げます。また、日頃より当協会の事業運営に対し、多大なるご理解とご
協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、私たちを取り巻く社会や経済の状況は、依然として厳しい状況にありま
す。原材料費やエネルギー価格の高騰が続くほか、海外情勢の影響により、物や
部品の調達、物流のあり方にも変化が生じています。また、関税政策に関する動
きも、先行きに不透明感を与えており、製品の価格や取引の形態に影響を及ぼし、
皆様にとって、不安を感じる場面も少なくないかと思います。
　このような状況の中で、改めて重要だと感じているのが、「ものづくりの力」「技
能の価値」です。どのような状況にあっても、品質を守り、安定した仕事を続け
ていくためには、一人ひとりが持つ技術や経験が欠かせません。現場で培われて
きた経験や判断力は、ものづくりを支える重要な基盤であり、確かな技能を身に
つけ、磨き続けることが、将来につながるものと考えています。
　本年は、育成就労制度の開始を目前に控えた準備の年となります。外国人材が
段階的に技能・知識を高め、その成果を客観的に確認するために技能検定が果た
す役割は、一層重要性を増していくものと考えています。当協会といたしまして
も、公正かつ適切な試験の実施に努めてまいります。
　先行きが見通しにくい時代ではありますが、高い技術・技能に支えられた「も
のづくり」産業は、我が国、そして本県の大きな強みであります。優れた技能を
有する人材を育成し、継承していくことは、産業の持続的な発展に不可欠です。
当協会は、技能検定をはじめとする各種事業を通じて、人材の育成に引き続き尽
力してまいります。
　結びに、本年が皆様にとって、希望に満ちた実り多い一年となりますことをご
祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様には、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、各技能士会並びに技能士の皆様には、日ごろから当連合会の諸事業に対
し多大なるご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、機関誌群技連も本号で第100号を迎えることとなりました。これもひと
えに、長年にわたりご尽力いただいている会員の皆様、関係者の皆様の温かいご
支援とご協力の賜物であり、心より感謝を申し上げます。機関誌を通じて、皆様
に技能士会の活動やものづくりに対する思いを発信し続け、共有してこられたこ
とは、当連合会にとって、大きな財産であります。
　近年、社会情勢の変化や自然災害の増加などにより、私達は将来の動向が見通
しにくい状況に直面しています。そのような中だからこそ、産業の根幹である「も
のづくり」は、暮らしを支える基盤であり、地域産業の発展や人々の安全・安心
を守る力でもあります。ものづくりの現場には、長年培われてきた経験や工夫、
一つひとつの仕事に向き合う真摯な思いが息づいています。「技」は、簡単に身
に付くものではありませんが、だからこそ大きな価値があり、次の世代へとつな
いでいくことが重要であると考えています。

一般社団法人群馬県技能士会連合会
会　長

長谷川　哲　義

群馬県職業能力開発協会
会　長

長　瀬　裕　一

新年のあいさつ新年のあいさつ新年のあいさつ新年のあいさつ
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１．目的
　2028年に愛知県で技能五輪国際大会が開催されるにあたり、群馬県の選手が大会に出場し、優秀
な成績を収めることができるよう、協会の人材育成基金を活用して、更なる技能向上を図るための
支援を実施する。
２．対象選手
　群馬県内の企業・団体・学校等で技能五輪全国大会や若年者ものづくり競技大会に出場し、銅賞
以上の成績をあげた選手を対象とする。ただし、大企業に所属する選手は除く。
３．事務手続き等
　（１）計画書の提出
　�　本プログラムによる支援を希望する個人又は所属する企業、団体、学校等は、別添「技能五輪
国際大会出場応援プログラム計画書（以下「計画書」という）」を群馬県職業能力開発協会長（以
下「会長」という）あてに提出する。
　（２）実績報告書の提出
　�　プログラム終了後は、別添「技能五輪国際大会出場応援プログラム実施報告書」により訓練の
成果を会長へ報告する。
　（３）記録及びデータ管理
　　訓練記録および評価結果のデータ管理を行うこと。
　（４）定期報告
　　会長に対し、訓練状況や評価について定期的に報告及び情報共有を行うこと。
４．選手選考
　（１）会長は、提出された計画書を別に定める選考委員会に諮問する。
　（２）選考委員会は計画の審査を行い、会長に候補者選考結果の意見具申を行う。
　（３）会長は意見具申の内容を基にプログラムに参加する選手を決定する。
５．育成方針
　（１）計画的な訓練
　　計画書に記載した訓練計画に基づき、計画的な技能向上を図る。
　（２）訓練体制
　�　指導者（技能士・熟練者）を配置し、マンツーマンまたは少人数制指導を基本とする。必要に
応じて外部講師や専門家による指導を受ける。
　（３）評価とフィードバック
　　①定期的な技能評価をする。
　　②成績に基づく訓練内容の見直しを行う。
６．対象経費
　（１）訓練用材料
　（２）遠征に係る旅費
　（３）外部講師等の謝金
　（４）その他選手強化にかかる経費で会長が必要であると認めたもの
７．支援額（上限）
　１職種（団体）あたり年間100万円から500万円を上限とし、計画書に基づき会長が決定する。
８．留意事項
　（１）安全衛生は徹底すること
　（２）選手の健康管理とメンタルサポートを行うこと
　（３）選手のモチベーションの維持を図ること
　（４）ハラスメントにならないよう注意すること
　（５）倫理・マナーの指導をすること

技能五輪国際大会出場に向けた支援を行います
技能五輪国際大会出場応援プログラム要綱
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